[bookmark: _GoBack]助成金対象事業計画書（令和６年度）
	団体名
	

	事業名

	具体的な事業名を記入（24字以内）


	事業区分
（該当区分に○）
	１．スタートアップ事業　　　２．ステップアップ事業

	助成実績
（該当区分に○）
	杉並区ＮＰＯ活動資金助成事業の実績　（　有　・　無　）
有の場合：助成年度（　　　　　年／　　　　　年／　　　　　年）

	事業概要

	本事業の内容を要約して記入（150字程度）





	事業目的

	1 目的
（120字程度）


	

	2 ニーズの把握
	（どのようなニーズや現状から本事業を実施しようと考えましたか）


	3 団体・地域的特性
	（団体や地域の特性をどのように生かした事業ですか）


	4 期待される効果


	（区民や地域にもたらす具体的な効果はどのようなものがあると考えていますか）




（助成を受けることで、団体活動や事業発展にどのような効果（継続性・発展性）がありますか）




【ステップアップ事業で申請をする団体で、本助成を受けたことのある団体のみ】
（過去の事業と比較して、どのような点がステップアップしましたか）





事業計画
	(1)～(4)をイベント・講座ごとに記入してください。
(1)実施内容
(2)実施対象者・対象者人数（延べ人数）
(3)実施場所・実施回数・スケジュール
(4)実施体制（必要とされる人員や設備等、実施方法や人員等の確保状況）









	(1)



(2)



(3)



(4)



	
	(1)



(2)



(3)



(4)


※２種類以上のイベント・講座を行う場合は必要に応じて記入欄を増やしてください。

	5 広報活動（団体活動や事業の周知・ＰＲ（集客）方法）
	［　チラシ配布・団体ＷＥＢサイト・ＳＮＳ・広報すぎなみ・すぎなみ地域コム　］

［　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	ＮＰＯ支援基金の普及について
貴団体はＮＰＯ支援基金の普及にどのような形で協力できますか。○をお付けください。
（本助成事業は寄附を原資とした「杉並区ＮＰＯ支援基金」によって運営されています）
［　のぼり設置・リーフレット配布・募金活動・イベントでのアナウンス・タペストリー設置　］
［　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］




別紙

助成決定金額が申請金額を下回った場合の事業実施について


選考の結果、助成決定金額が申請金額を下回る場合があります。その場合、貴団体に当てはまる番号を〇で囲んでください。(複数回答可)

1. 満額助成でないと、計画している事業を一切実施できない。

2. 助成額が減額されても、自己資金で事業を実施できる。

3. 助成額が減額されても、事業の規模を縮小、又はイベントの実施回数を減らすなどして実施できる。

4. 助成額が減額されても、経費の見直しをして事業を実施できる。

5. その他(下枠内にお書きください)















　　 ・1～4に関して要望等があれば記入してください。
(例)最低でも〇万円の助成がなければ、工夫をしても事業が実施できない。

